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2 【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト①    

「新しい知立駅を中心としたまちづくり研究会」】 

 

テーマ。知立駅周辺のまちづくりについて幅広い層からの意見集約を含む事例

研究を行います。 

 

委 員。小橋和昭（リーダー） 増田好洋（前リーダー） 小川隆治 

    大羽悠介（書 記）  近藤 隆 

 

具体的な取り組み計画 

 

  意見集約の基本である「幅広い層からの意見集約」を具現化する為、特に

若い人や女性をターゲットとする企画とコラボした方法（アンケート）を考え

る。 

 

（１）市内でのイベント・催事とのコラボ企画（バザール知立の道の市など） 

（２）街角でのアンケート調査 

（３）市内での各学校行事とのコラボ 

（４）駅前を利用する学生・若い人・女性の意見交換・アンケート調査 

    など、色々な意見が出された。 

●アンケート実施の為、基礎的な知識の習得の目的で、関連する市担当部署と

の意見交換が必要との意見があり下記の通り実施した。 

 平成２７年９月１６日（水）１９時～２０時 

     「駅前事業のＤＶＤの鑑賞とこれに基づく説明会」の開催 

 都市開発課連続立体交差事業担当秋月様、同課土地区画整理事業担当西村様 

  による説明と質疑応答を行った。 

 

実施予定及び実施した計画の報告  

 

（１）平成２７年１０月１１日（日）道の市４周年企画とのコラボ 

     山本学園中部製菓専門学校学生によるジオラマ「未来の知立」の展示 

     とコラボしたアンケート調査を実施した。件数は９７件 
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     また、中部製菓専門学校の学生によるアンケート協力は２９件 

   調査総数は１２６件でした。   

   なお、１０月１０日・１０月１３日は準備と撤去を行った。 

 

（ ２ ） 平 成 ２ ７ 年 １ １ 月 ９ 日 （ 月 ） １ ３ 時 ～ １ ５ 時 ま で           

知立高校キャリアデザイン演習とのコラボ企画の実施。 

    テーマ「名鉄三河知立駅開業１００年に伴う知立の歴史と発展を学ぶ」 

        ＝特に弘法さんの賑わいと鉄道の役割りなど＝ 

    この企画実施時にアンケート協力の依頼（参加人数 １８名） 

      １１月４日（水）坪井先生との最終打ち合わせを実施。 

（３）平成２７年１１月１１日（水）１８時～１９時 

     愛知教育大学ＯＢ・ОＧとの意見交換会の実施予定。 

  テーマ「在学時に感じた知立駅の利便性や現在の思いなど、色々」 

      （ 基本的にはフリートーキング会とする ） 

    この企画実施時にアンケート協力の依頼（参加人数は７名） 

（４）その他 

 

なお、このアンケート項目に対する意見集約は、まちづくり委員会メンバーに

対するアンケート調査（１１月２５日第９回まちづくり委員会にて実施）を最

後に作業を完了した。 

また、本グループの提言づくりは、平成２８年１月１３日の第１１回まちづく

り委員会より実施した。なお、データの集計はアンケート調査日時がまちまち

の為、作業的に２回に分離した集計用紙となり、若干読みづらい集計結果にな

りました事をお詫び申しあげます。 
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「新しい知立駅を中心としたまちづくり研究会」アンケート調査Ⅰ 

        調査日 平成２７年１０月１１日（日曜日） 

        調査場所 道の市（バザール知立主催）９時～１２時３０分 

           なお、これに関する添付資料があります。 

               

（アンケート方法） 

 山本学園中部製菓専門学校学生によるジオラマ「未来の知立」展示イベント

とコラボして、見学者の年代別にアンケート調査する形態を使用しました。な

お、これに際し弘法町凪１０１神谷文明様自宅を会場としてお借りし、また地

元ボランテイアグループ「知立動けば会（代表 鈴木彰治様）」の支援も頂きま

した。  改めて、御礼申し上げます。 

 

（アンケート結果 第１弾） 

（１）年代別統計  回答数 １２６名 

         

 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 計 

男性（名） １ ３ １０ １２ ８ １４ ０ ４８ 

女性（名） ２４ １３ ９ １０ １３ ６ ３ ７８ 

 

 割合で示すと、全体では回答者の男性が３８％・女性が６２％でありこれを 

 年代別に見ると１０代が全体の２０％、以下２０代が１３％、３０代が１５％、

４０代・５０代が各１７％、６０代が１６％、７０代が２％であった。 

 

（注）アンケート項目のなかで、回答者の居住地の項目をいれたが１２６名の

中で、知立市は７１人で５６.４％、知立市以外の人が５５人で４３.６％の

結果。 

 これを見ると、道の市（バザール知立主催）が知立市民のイベントから周辺

地域のイベントとして認知されており、知立の賑わいづくりに大きな貢献

を果たしていると言う事が明白であり駅周辺再開発後の市イベントの在り

方に一石を投じていると推察されます。           
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「新しい知立駅のⅠ」  

 

  （アンケート結果 第１弾の続き） 

（２）設問「知立駅周辺再開発事業の行程表（スケジュール表）を知っていま

すか」 に対する年代別回答（名）。 

 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 計 

よく知っている １ １ ４ ４ ７ １１ ２８ 

あまり知らない ３ ７ １２ １２ ９ ７ ５０ 

全く知らない １１ １２ ３ ６ ６ ５ ４３ 

合    計 １５ ２０ １９ ２２ ２２ ２３ １２１ 

 

（３）上記回答の「あまり知らない」、「全く知らない」における理由の回答。 

 

●１０代＝友人に聞いたことがあるが？  ＰＲ活動不足。 

     知立には住んでいないので知らない。 興味がない。 

●２０代＝毎日駅を利用しているが見た事がない。興味がない。 

     ＰＲ活動不足。 知立には住んでいない。 

●３０代＝詳しくは知らないが見聞きしている。ポスター・看板がない。 

     ＣМもやっていないので知らない（テレビ・ラジオ） 

●４０代＝ＳＮＳをもっと利用してＰＲ活動をした方が良い。 

     ポスターがない。ＣМがない。 

●５０代＝地元の新聞やラジオなどでのＰＲ活動不足。 

     イベント等の人寄せ企画をしてＰＲ活動をしたら。 

●６０代＝」新聞などでのＰＲ活動不足。看板やポスターがない。 

 

全体としては、若い世代ほど知らない人が多い。また「あまり知らない」では

知立市の人が多く、若干の理解はあるがこれを深めるには、市のＰＲ活動不足

に対する施策の対応が必要と思われる。 
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「新しい知立駅を中心としたまちづくり研究会」アンケート調査 

 

（アンケート結果） 

（４）新しい知立駅に欲しいと思われる、機能や商業施設などがあれば教えて 

下さい。（この設問に対する年代別回答）。 

●１０代＝キレイなトイレ。 ショッピングモール。 南口にコンビニ 

居酒屋以外の店。１００円ショップ。 ライブハウス。 

女性向けの車両やホームの場所。映画館。スイーツの店。本屋。 

ケーキ屋＆美味しいパン屋。温泉。駅に近い自転車置き場。 

●２０代＝キレイなトイレ。 スターバックス（長い出来る店）。コンビニ。 

ケーキ屋＆美味しいパン屋。飲食店以外の店。ショッピングモール。 

●３０代＝駅構内のキッズスペースなど。時計台。おむつ替えスペース。 

スポーツ施設。図書館。キレイなトイレやホール。観覧車。 

芸能などの発表スペース。子供が遊べるスペースや保育所。コンビニ。 

●４０代＝スーパー。多目的ホール（イベント）。観光の拠点。ブックカフェ。 

キレイなトイレ。カルチャーセンター（夜遅くまでの）。自由通路。 

高齢者・障害者・外国人でも分かりやすい標識。コミュニティセンタ 

●５０代＝木陰で休める公園。緑いっぱいの駅。イベント広場。キレイなトイ

レ。 

ランチの店。ケーキやコーヒーのある店。アスナル金山。図書館。 

障害者でも気軽に入れる施設。観光案内の拠点。イベントホール。 

６０代＝知立市をアピール出来るもの（駅に降りたときに目立つシンボル） 

階段よりもエスカレーター。観光協会の事務所。スイーツの店。 

総合スーパー。総合病院。コンサート会場。商業ビルと情報発信基地。 

公開広場。映画館。コーヒーとケーキの店。イベント広場。 

 

（５）「賑わいづくりの為の駅前でのイベント・催事の良い案は」の設問の回答。 

先程の（４）に比較して、各世代とも回答が少ない。イベント・催事よ 

りも、新しい知立駅で欲しい機能・施設への関心度が高いためと思われます。 

これは、本グループが平成２６年度提言内容とほぼ同じの為、巻末資料とし 

て添付いたします。（※） 

 

以上、１０月１１日（日）のアンケート結果の報告とします。 
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「新しい知立駅を中心とした街づくり研究会」アンケート調査Ⅱ 

 

  （アンケート結果 第２弾） 

このアンケート結果は、前述の知立高校生徒さん、愛知教育大学ＯＢ・ОＧさ

ん、まちづくり委員会委員の皆様の集計です。通常のアンケート調査では全部

まとめての集計ですが、今回は集計の作業日程もあり別々となりました。ただ、

市民の声としては充分理解出来る内容だと思います。 

（１）年代別統計   回答数 ３２件 

 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代  計 

男性 ３ ３ ３ ０ ２ ３ １４ 

女性 １０ ４ ０ １ ０ ３ １８ 

 

（２）設問 知立駅周辺再開発事業の行程表（スケジュール表）を知っている

か 

          年代別回答（名） 

 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 計 

よく知っている ２ ４ ０ １ ０ １ ８ 

あまり知らない １０ １ ２ ０ ２ ４ １９ 

全く知らない １ ２ １ ０ ０ １ ５ 

合    計 １３ ７ ３ １ ２ ６ ３２ 

 

（３）上記回答の、あまり知らない・全く知らないにおける意見（総評） 

 この項目の回答はアンケート結果第１弾の内容とほぼ同じであった。その為、

年代別回答の列記は控えるものの「告示不足・ＰＲ活動不足」の指摘がほとん

どである。これは、駅前周辺再開発事業に対する市民及び駅周辺を利用する人

の関心度の低さへつながっていると思われる為、この事に対する市当局の更な

る対応の充実が求められると推察されます。 

                                     

 

（４）アンケート調査項目「新しい知立駅に欲しいと思われる、機能や商業施設

があれば教えてください」にたいする回答。                                

 

（総評） 各年代の意見は、アンケート結果第１弾と重複しない意見を列記す

る。 １０代では、知立と言えば「これだ」と言うようなシンボル的なものが

良い、キレイなトイレ、便利な駐輪場、プロジェクションマップなど。２０代
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では、ちりゅっぴの家、喫煙スペース。グルメ屋台。街の観光マップや飲食マ

ップ。車が一時的に駐車できるスペースなど。働くお母さんや若い主婦からは、

夜遅くまでの保育施設、帰りにくつろげる場所の確保やトイレの充実、お祭り

広場など、また、その他の年代からは、オシャレな待ち合わせ場所、駅周辺の

イルミネーション、知立伝統工芸の展示、イベント場所。名所・旧跡の案内所

（同時に今ある名所・旧跡に一工夫、例として松並木のライトアップ）、駅前芝

生広場など多様な意見が出されていた。 

 

（５）アンケート調査項目「賑わいづくりの為の駅前でのイベント・催事の良

い案は」における回答は、アンケート結果第１弾と同じであるが以下の様な回

答も見られた。 

 ● 安城市に比べて駅周辺が淋しい（２０代女性） 

 ● 交通の便の良さをいかした、いろいろの施設。 

 ● 学生が帰りにくつろげる場所（飲み屋以外、酔ったおじさんがいない）。 

 

（注）知立高校の学生は今回、三河知立駅開業１００年を学ぶという課外授業

の側面もあり、三河知立駅移転後の現在の駅舎後に何か残したほうが良いので

はと、言うことで以下の意見がありました。 

  （１）古いレールを使用したモニュメントがよい。 

  （２）「知立は知立」の歌がながれるモニュメント（新駅でも良い） 

  （３）展示場とか看板をたてる、歴史館をつくる。 

  （４）一部の建築物を残す。 

  （５）学校や市役所にこの事の歴史本をつくり置く。などである。 

 

 最後に、この一年の活動を通して、学生を含む知立市民や近隣市民の皆さん

が現在進行中のこの事業に対する期待の大きさが判明した。この事業をキッカ

ケに今まで以上の賑わいづくりや環境整備の向上など様々な改善に取り組んで

欲しいと言う要望が読み取れるアンケートになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



9 
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(※)巻末資料 
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3 【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト②  

  「知立観光ＰＲプロジェクトグループ設立」】 

参考資料 ①～④ 

参考資料 ⑤～⑧ 

参考資料 ⑨ 
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① 
 ①   
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 ①   
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③ 
 ①   
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④ 
 ①   
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 ①   



20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 
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4 【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト③  

  「ちりゅっぴ盛り上げ隊の結成」】 

 

プロジェクト③代表：岩堀嘉仁 三丁目穂野香 杉浦葉子 竹内讙戈 近森政己(五十音順) 

 

経過報告 

Ｈ２７年８月～ 

観光関連のプロジェクト②とプロジェクト③とが合同でグループとなり、 

メンバー、代表：岩堀、三丁目、杉浦、竹内、近森（五十音順）の５名で活動をスター

ト。 

新旧メンバーの意識性、前年までの経過を確認し、方向性を統一しました。 

またプロジェクト⑤「ＣＨＩＲＹＵ輝ＰＲＯＪＥＣＴ」へも協力と連携をすることで一致。 

 

（１） 情報収集と分析…課題の摘出 

プロジェクト③「市マスコット「ちりゅっぴ」を盛り上げるためのグループ設立」 

またその観光誘致を担う一翼として、「ちりゅっぴ」の活動、そしてそのサポートとして 

「ちりゅっぴ盛り上げ隊」の設立を検討していく。 
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・ちりゅっぴの活動分析 

ちりゅっぴについての市民への周知度、現在どのような層に支持を受けているのか・・・等の 

情報を収集すべく、ちりゅっぴの出演イベントへの積極的参加を行うと共に 

昨年開催されたゆるキャラグランプリへの投票活動も行いました。 

2015 年 

8 月 ゆるキャラグランプリ決起集会（結果総合 20 位） 

知立よいとこ祭り 

10 月 Ｃ１フェスティバル 

12 月 ちりゅっぴお誕生日会・・・etcへの参加 

 

・行政(観光関連部門)との意見交換 

８月１９日 「ちりゅっぴ」をＰＲしていく為の、イベント活動について検討を行いました。 

1. 「ゆるキャラグランプリ」への積極的応援のための諸作業 

2. 他市の「ゆるキャラ」活動の情報収集の企画アイディアを提案 

3. 「ちりゅっぴ盛り上げ隊」の活動として「誕生日パーティイベント」を企画(※添付資料１) 

 

課題：行政とどう連携し、「ちりゅっぴ盛り上げ隊」の結成に繋げていくのか？ 

 

９月２日 上記プロジェクトの行動計画を考える際、疑問になっていた事案について 

経済課への質疑応答を行いました。 
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Q,ちりゅっぴの盛り上げ活動について、どのレベルまで自律的に動いていいのか。 

A,現在、市の方でちりゅっぴのサポーターを募集しており、 

その中から活動してくれる方を召集予定のため、そのサポーターとして活動をして欲しいという

見解。ただし個人単位で、SNS などを通して PR 活動をすることなどは可能。 

 

Q,活動の住み分け方針について。（盛り上げ隊とサポーター制度） 

A,現在はゆるキャラグランプリの活動が中心となっているため、来年に向けた形で今後検討し

ていく。 

 

Q,ちりゅっぴ誕生日会について。 

A,市として企画を進めていく。委員会で何ができるか等については今後検討する。 

以上の質疑応答を受け、後日当委員会で再検討した結果 

１０月１日 ちりゅっぴ誕生日会について、ＪＣと協力し、当委員会として何ができるかを

考え 

今後積極的に働きかけていくと共に、その他のＰＲ活動を企画し、 

実行に移せるよう取り組むことで一致。また、その他年末年始の活動企画を検討しました。 
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（２） 「ちりゅっぴ盛り上げ隊」の活動企画立案作業 

・提案したちりゅっぴ盛り上げ隊結成に向けての活動企画案 

・その他の案 

ちりゅっぴファンクラブを作る・・・完全無

料 

あんまきポーチを作って売る・・・ 

子供から大人まで使用可能 

ちりゅっぴ消しゴム・・・金太郎飴タイプ 

ちりゅっぴ通訳・・・公式通訳認定試験が必要 

ちりゅっぴスタンプラリー・・・知立名所旧跡等にて押印し、グッズをプレゼント  

図１:年末厄年会振舞いのお願い 図 2:スポーツ大会での応援企画 

(※)一般市民からの提案 

 

今後の提案、動き 

Ｈ２８年２月 

平成 28 年 2 月 27 日(土) 10 時 30 分から中央公民館一階 大会議堂にて開催される 

『知立観光ＰＲプロジェクト推進会』主催シンポジウム「観光立市、一歩前へ」(※19 ページ)にて、 
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知立がこの地方の「交通の要所」という利便性や名所、旧跡、祭り、名産品などの観光資源に恵ま

れた「まち」であるにもかかわらず、市内外の人への認知度や人気度に結びついていないという現実を

受け、 

これを打破するためには何が必要とされるかを問い、意見交換するこの場で、 

～ちりゅっぴ盛り上げ隊応援団～として参加し、ちりゅっぴおみくじ(※添付資料２)を配布。 

ちりゅっぴの魅力と共に、知立の観光、歴史について来場者への周知を働きかけます。 
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(例)幼稚園、小学校 

中高生 

スポーツイベン

ト・・・etc 

（案） 

 

ちりゅっぴ盛り上げ隊応援団 
 

平成２８年度まちづくり委員会より構成 
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5 【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト④  

  「池鯉鮒塾（高齢者サロン）の設立」】 

池鯉鮒塾グループ リーダー 兼子しづ江 

目的     ：暮らしやすい地域づくりに貢献 

プロジェクトの目標 

・池鯉鮒塾はまちづくり委員がまちづくりのために学ぶ自主研究組織と位置付ける 

 

池鯉鮒塾は知立市の未来への希望を持たせる学びの塾である。参加者の誰もが塾生であ

り、誰もが塾講師であるという立場で活動し、市民も行政も互いに協力し、支え合って、

教え合って、学び合う手作りの塾である。知立市民の楽しい交流の場となり、学びの場と

なり、参加者みんなの手で知立市のまちづくりに貢献できる場である。 

＜池鯉鮒塾 意見交換会＞ 毎週水曜日７時開始 

・意見交換：メンバーの「池鯉鮒塾」への想いや構想の意見交換を再度行う。 

各自が自分の想いや意思を発表する。 

各自が自分の意見をレポートにまとめて提出する。 

全員のレポートや意見を全員で確認し、構想をねる。 

 

（松川さん、西尾さんが個人案を具体的に発表し、参考にして各自で再度企画案を考える。） 

 

＜レポートの概要＞ 

青木順子案：知立のいいところを池鯉鮒塾で発見する。みんなで歴史のありそうなところ

観光スポットなどウオーキングでまわったり、昔からの言い伝えなどを、より掘り下げて

歴史を学んだり、市民が誇りの持てる知立を発見したい。参加者を広報やチラシ、クチコ

ミで多く募り、月一回のペースで行事を企画して多くの市民にも楽しい時間や機会を与え

られたらいいと思います。 

 

伊藤肇案 ：シニア世代が自分の経験談を話たり、ひとつのテーマを一緒に考え、語りあ

う場をつくる。場所として喫茶店、公民館、お寺、などでする。自慢話をする機会等を作

たり、また地域で地道にコツコツと歴史を学んでいる人たちと一緒に楽しく勉強会もした

らどうか。 
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川嶋太久郎案：年齢に関係なく皆で多くを学ぶ場づくり、知立市の歴史をあらためて会員

で歴史史料館などで学んだり、昔からの知立に詳しい人の話なども聞いたり、観光名所を

皆で訪ねて、観光ボランティアさんから学んだり、戦後 70 年のこの機会を活かし、知立の

歴史の真実を改めて学び後世に伝えられるといい。 

 

西尾賢一案： シニアよテレビを捨てて町に出よう！！ をモットーに 

池鯉鮒塾に三本柱のイベント柱を立てる。遊び、学び、イベント情報収集、発信などを

し、時には会員が水先案内人となり、市民が興味をもちそうで、会員も楽しいイベントを

皆で随時考える実行する。例えば、歴史の町知立市でのお笑い三昧の日を企画するなど。

やってみたい企画がたくさんある。（別紙に参考資料多数だしてくださいました。） 

 

服部 薫案：町内の身近な問題を解決していきたい。市民の皆さんの心をほぐす意味で英

語の簡単で楽しい歌など無料でお教えしてもいいと思っています。 

 

廣瀬唯紘案：知立市の歴史。町名の由来。シニアの運動機会などをみんなで学ぶ機会をつ

くる。塾である以上、できるだけ勉強の場にしたい。専門知識を持った講師とか、費用、

内容など会員で検討し、市とも相談、協議しながら無理のない活動する。 

 

松川正弘案：人生を楽しく生きるためには人それぞれではあるが、まちづくり委員の目標

は住みよい町，住みたい町である。お茶を飲みながらワイワイとおしゃべりをしながら、

みんなが欲していることは何かを模索し、問題提起する。必要があれば専門の講師などを

招いて勉強会をする。公民館や空き家など一定の場所で定期的に合唱会、囲碁将棋、麻雀

など気楽にお茶を飲みながら、趣味や興味にこうじながら目標を模索していきたい。また

実行に当たっては会で十分に打ち合わせ検討を重ね、根幹となるテーマに沿って随時可能

なものから皆で協力して活動していく 

 

兼子しづ江案： 

① 交流の場を作る（語りの会、討論会、お花見の会、星座の会、お月見の会、読書会、漢字の

会、ＦＣの会 etc） 

② うたごえ喫茶 

③ 認知症の予防活動（回想センターの設立） 
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④ 防災活動の参加 

⑤ まちづくり同窓会（年代ごとに集まって交流する会） 

⑥ 一般常識とマナーを楽しく学ぶ教室 

⑦ 知立市と市民の交流会や他市のまちづくり関係者との交流で多くの情報を取得する。 

  

＜他施設見学活動＞ 

安城市のわくわく喫茶、市内楽語会、池浦町ふれあいサロン、南陽うたごえ会 

パチィオ池鯉鮒うたごえ喫茶、高浜市の悠遊たかたな 産業振興センター三河屋大うたご

え喫茶）、猿渡まつり、 

 

ちりゅっぴのＴシャツ（黄色）の購入しユニホームにする。 

＜試行活動の実地＞ 

健康講座の企画の試行 

内容：「みんなで考える健康講座」 講師：加藤量平氏 

アトラクション：ウクレレの演奏  奏者：ジミー鈴木氏 

日時：平成２７年１１月１９日 

場所：知立市中央公民館 

当日参加人数：２０人 

準備打合せ：講師依頼、役割分担、必要経費、場所確保、参加者募集チラシ  

      当日タイムスケジュール、アンケート、カメラ、お茶、駐車場等 

反省会：アンケートも参加者から好評で進行も良好であった。 

    次回もぜひ参加したいといううれしいご意見も多くあった。 

 

＜今後の活動＞ 

・池鯉鮒塾が活動をするために、身分を証明する名札、名刺の作成が必要。 

・各自の企画案を実現するためにさらに参加者で再検討をして、慎重に無理のない計画の

み実行に移すこととする。 

・今後は、池鯉鮒塾では共にみんなで学ぶことを市民活動として、今年ここに参加した＜

まちづくり委員＞のメンバーを中心に幅広いボランティア活動を担い、来る新たな高齢化

社会に対し、みんなで暮らしやすいまちづくりに貢献できるといいと思います。 



32 

 

・市民と行政の協働によって結成されている、知立市まちづくり委員会から生まれた池鯉

鮒塾のこれからの展望、発展は、まさに行政の手中にあります。今後、池鯉鮒塾のような

まちづくりを考える会を行政が常に関心を持ち、良心的にサポートし、活気ある市民の手

によるまちづくり活動の火を消さないことです。そのために惜しみなく根気よく、市民と

行政の距離を縮め、いつでも協働精神を持ち続けることが、今ここに集うまちづくりの市

民に大きな希望と勇気を与えるのです。 

・池鯉鮒塾に参加して小さな草の根のまちづくりからの活動がいつかは大きな原動力とな

ることを夢見て私たちは知立市のため、自分たちのために頑張りたいと思います。 
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6 【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト】  

「ソーシャルメディアを活用した新たなコミュニケーション」】 

報告者  編集長 山中邦康 

報 告 期 間 Fecebook 投稿開始日、平成２７年８月２４日 から 平成２８年２月１７日 まで 

プロジェクト名 CHIRYU 輝 PROJECT （ ﾁﾘｭｳ ｶｶﾞﾔｷ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ ） 

プロジェクト名

に込めた想い 

市民の手で輝けるまち、知立を 

みんなが輝くまち、 知立へ 

輝ける、みらいのために 

活 動 方 針 

・インターネット、主に Facebook を活用し、愛知県知立市を中心とした、魅力を発信していきます 

・知立市をより良くするための情報発信を中心に Facilitator（支援・促進）の役割を目指していきます 

・統一性のある質の高い情報発信を実行していきます 

活 動 目 標 市民が行う、代表的な情報発信ページへ成長を果たし、良い方向への導き手となる事です 

数 値 目 標 平成２８年３月３１日までにページに対しての「いいね！」の人数１,０００人を達成する 

ページいいね！

数の推移と達成

状況 

・【初期数値目標】発信開始１カ月間でページいいね！「100 人」 達成 

・平成２７年１１月２５日、まちづくり委員会中間活動報告時：ページいいね！「３５２人」 

・【中間数値目標】：27 年 12 月 31 日までにページいいね！「500 人」 達成 

・平成２８年２月１６日、まちづくり委員会最終活動報告時：ページいいね！「８85 人」 

・【最終数値目標】平成２８年２月２３日にページいいね！「１,０００人を達成！」 

投稿閲覧数 

・一投稿に対して最尐 661 人から最大９,２２８人の間で推移しております。 

・週間閲覧数は２,１９０から１５,３６２人で推移。投稿内容ごとに閲覧数が変動しますが、Facebook ユー

ザーさまから、上記のような数値で、投稿の閲覧をいただいております。 
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いいね！数の

推移 
投稿内容ごとに、２２件から１３０件（現状の最大いいね！数）で推移しております。 

おもな投稿内

容 

「知立市ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ“ちりゅっぴ“」・「山車文楽」・「秋葉祭」・「ちりゅうこどもフェスティバル」・

「CHIRYU 名店めぐり」・「知立ﾄﾞﾘｰﾑｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ」 ・「輝くみらいへ」・「スポーツ鬼ごっこプロジェクト」 

など 

おもな投稿内

容 の 説 明 

【知立市ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ“ちりゅっぴ“投稿について】 

人気の投稿です。27年は、ゆるキャラ投票のPRを中心に取材をさせて頂きました。取材先や投稿を

通じ、色々な方の交流が生まれました。今後“ちりゅっぴ“を通じて、初めて愛知県知立市を知って頂

いた方、知立市を知ってみたい方々に向けて、知立の魅力・伝統など「魅せれるページづくり」も取り

組んでいきたいと考えております。 

 

【山車文楽投稿・知立まつり投稿について】 

歴史と共に格式も高く、伝統を継承していく使命感、守っていかなくてはならない事象もあります。 

一方では、知立市民でも「知立まつり」の実態を知らないという市民の声も届いております。当プロジ

ェクトは、まずは知立市民のみなさま、そして市外へと、みなさまに伝統芸能、知立まつりの魅力を知

って頂く事、そして 28 年度の本祭や、ユネスコ無形文化遺産登録などの盛り上がりを、より多くの方

が共有できるよう、発信に努めて参りたいと考えております。 

 

【知立ﾄﾞﾘｰﾑｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ】 

27 年度の取材を通じて主催者の知立青年会議所様より、28 年度「知立ﾄﾞﾘｰﾑｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ」の取材に

ついて、当プロジェクトに役目を頂ける運びとなりました。「5 年後、愛知県 No1 の冬のスポットに」とい

うキャッチフレーズのもと、当プロジェクトは情報発信の分野で、微力ながら貢献できたらと考えており

ます。 

 

【スポーツ鬼ごっこ投稿について】 

子供から大人まで、混合戦でも本気で楽しめる競技です。スポーツ振興として、知立市からムーヴメ

ントを起こす事で、隣接した市域へ波及し、地域交流や健康づくりなど、他にも相乗効果が多様にあ

るスポーツコンテンツでもあります。名古屋スポーツ鬼ごっこ愛好会の中山さんを中心に「スポーツ鬼

ごっこプロジェクト」を実施。第 1回目は「ちりゅうぷれーぱーく」様とコラボレーションにて開催させて頂

き、50 名を超える参加者様で賑わう事ができました。今後の課題として、ムーヴメントを定着させ、波

及させる事ができる主導者さまの御支援が必要な状況となっております。ここ知立市からムーヴメント

を起こすことで、知立市の魅力の一つになるのではないかと考えております。 

 

【知立市まちづくり委員会、他グループ様の活動投稿について】 
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≪ちりゅっぴ盛り上げ隊プロジェクト≫ 

ちりゅっぴに関する様々な投稿をさせて頂きました。 

  

≪池鯉鮒塾プロジェクト≫ 

「取材編集・12 月 21 日に投稿実施」 

第 1 回：池鯉鮒塾プレオープンの模様 

 

≪まちのオアシス プロジェクト≫ 

「取材編集・１０月１８日に投稿実施」 

第 1 回：高齢者から赤ちゃんまでの多世代交流サロンの模様 

 

≪新たな知立駅プロジェクト≫ 

「取材編集・１０月１１日に投稿実施」 

弘法笑店街 道の市ｲﾍﾞﾝﾄﾌﾞｰｽにて知立駅に関する調査集計の模様 

「取材編集・12 月 10 日に投稿実施」 

知立高等学校の課外授業において知立駅に関する調査集計の模様 

 

 ≪伝統文化を通じた体験学習プロジェクト≫ 

「掲載文作成・１０月２３日投稿実施」 

神社祭礼の体験の模様 

「掲載文作成・１１月２日投稿実施」 

巫女さんの神社祭礼に関して 

全プロジェクト 

メ ン バ ー 

【スターティングメンバー】 

・山中邦康：編集長（知立市まちづくり委員会 副委員長）：27 年 6 月から 

・橺山有香：衣装メイク・書記：27 年 10 月から 

・中山忠之：スポーツ鬼ごっこ企画長：27 年 11 月から（名古屋スポーツ鬼ごっこ愛好会 代表） 

・小山紗代： 28 年 1 月から 

・太田和良：ちりゅっぴ取材担当：28 年 2 月から（名古屋市在住） 

・上井久美子：28 年 2 月から 

【リザーブメンバー】※活動意欲はあるが事情により現状活動が困難（2 月 17 日時点） 

・渡辺博樹：27 年 10 月から 

・野村邦広：各種リポート担当：27 年 10 月から（元気倍増プロジェクト 代表） 

・川嶋太久郎：27 年 10 月から 

・藤井康二：27 年 12 月から（半田市在住） 
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まちづくり委員

会としての活動

を振 り返 って 

26 年度、ご担当の企画政策課の皆様のお支えにより、市民版まちづくりの提言をする事ができまし

た。27年度、いくつかの提言のなか、当Facebookプロジェクトを実施してみて下さい。という知立市と

しての見解を頂く事ができました。それから、知立市を元気に！という使命感のもと、取材や投稿を

継続し、そこにはたくさんの知立市をより元気にしたい！という方々が、多くいる事に気づかされる結

果でした。活動して間もない時期、Facebook を通じて連絡を頂き、取材先のアドバイスから手配に至

るまで、エメラルドライオンズ様の寄贈式・山車文楽の稽古・ちりゅうこどもフェスティバル様の投稿な

ど、多くの方の御協力が重なり、任期を全うする事ができました。そして何といっても、一番の協力者

はプロジェクトメンバーです。最後に、支えて頂いたすべての皆様！ありがとうございました。 

一般市民として

の今後の活動 

私たちは情報発信に関して、こだわりや使命感の高い人間の集まりです。多尐の無理は承知のうえ

活動させて頂いております。メンバー内で、知立市の魅力発信として、今後チャレンジしてみたい企

画が多くあり、叶えられていない企画もたくさん御座います。まずはメンバーの想いを順に形に出来れ

ばと考えております。今後も継続して出来るような活動方法で、知立市の魅力発信をあらゆる角度か

ら発信できたらと考えております。 
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7  【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト⑥ 

 「地域の伝統文化を通じた子どもの体験学習」】 

 活動テーマ名） “地域で子どもを育む知立づくり” 

 サブタイトル） “地域の伝統文化（八幡社祭礼）を通じた子どもの体験学

習（テーマ⑥） 

  

活動メンバー） 杉本繁三 柿原 健 

 

活動の目的） 

①子ども達が祭礼に参加、参拝し伝統文化に直接触れる事で、その経験が家族、

友達に伝わり、結果として家庭、隣近所、地域に触れ合いの輪が広まる事を目

指す。 

②子ども達が地域への愛着が深まり、地域伝統文化継承の担い手になる事を目

指す。 

③伝統文化の活性化で、新たな文化が育まれ、更なる活動の広がりを目指す 

 

活動の状況） 

①来迎寺小学校校長、牛田町区長、日吉神社氏子総代長、牛田町の知見者、八

橋町区長、八幡社氏子総代長等、各主体の方と面談、趣旨説明し、ご意見を頂

く 

②関係者との面談にて出された、意見、助言の抜粋 

・祭礼の単なる見学でなく、子ども達の雅楽生演奏、及び巫女による神舞奉納

を常設化できれば更に活性化が図れるのでは。それも生涯学習として取り組ん

だらどうか。 

・地域子供会の子ども回覧板を利用して、PR、啓発行ったらどうか。（ポスター

等） 

・来迎寺小学校学区全体（牛田町、八橋町、来迎寺町）で取り組んだらどうか。 

③グループ内の活動記録 8/9、9/8、9/24、10/15、11/11、12/3、1/13、2/10 打

合せ 

④小学校児童の祭礼参拝実績 

・7/11（児童 8 名、母親 2 名） ・9/12（児童 1 名） ・16・1/9(児童 4 名) 
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活動の総括、反省） 

 ①活動の目標、範囲を拡大し過ぎた 

 ②机上の作業が主となり、具体的な行動に入り込めなかった 

 ③イメージが先行、手探りの状態から脱皮できなかった。 

 

今後の活動に対する心構えと、基本的なスタンス） 

 ①活動目標を八幡社への参拝及び雅楽生演奏、神舞の体制確立を進める 

 ②牛田町の活動を先に進め、他の町のモデルとなれるよう進める 

 ③協働を求める主体として、来迎寺学区コミュニティー協議会、子供会、町

内会に求める 

 ④平成 28 年度は一町民として、ボランティア活動にて、目標を進める 

 

                                以上 
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8 【平成２７年度まちづくり委員会プロジェクト⑧   

「まちのオアシス…みんなの居場所（コミュニティサロン」】 

居場所づくり実行委員会 

イベント開催報告書 

「まちのオアシス・・・みんなの居場所」 
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平成 27 年 10 月 18 日（日）10：00～16:00 

弘法公民館 

 

まちづくり委員会コミュニティサロンプロジェクトメンバーと清水道生氏と協力し合い

「居場所づくり実行委員会」を発足し、かねてより計画していました「まちのオアシス・・・

みんなの居場所」を弘法公民館にて開催しました。このイベントの取り組みを報告いたし

ます。 

 

★イベント概要 

① 趣旨 

いつ誰が目的もなくふらりと立ち寄れることの場所“まちのオアシス”を目指す。高齢

者から親子まで多世代にわたる方たちが、まちづくり委員とおもちゃや手遊びなどで遊

んだり、何もしなくてくつろぐだけでもいいし、話したくなれば自由に声をかけて共通

の話題をみつけることもできる場を創出し、高齢者と親子といった地域の人たちとの交

流を図る。 

② 日時 

平成 27 年 10 月 18 日（日）10：00～16：00 

③ 場所 

弘法公民館 

④ 内容 

茶話会（コーヒー・お茶・お茶菓子などの提供） 

手作り釣具やコマの展示 

英語の手遊び 

紙コップロケット・パッチンかえるなど簡単おもちゃづくり 

キッズスペース 

 

     

 

 

 

 

 

 



42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木工細工のゴム鉄砲で遊ぶ様子           手作りコマ 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キッズスペースでの交流              ゴム鉄砲、子どもに人気でした 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付前にて              受付近くにまちのオアシス概要を掲示しました 
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市長や市議員も来場し、にぎやかでした 

 

「第 1 回居場所づくりを終えて」 

昨年から「知立市まちづくり委員会」にて検討をしてきた“知立市のまちづ

くり”の一環として『乳幼児といった子育て中の方からから高齢者』までを対

象として“いつでも、誰でも、何の目的もなく、何もしなくても自由に集うこ

とのできるサロンのような場、自由な空間を共有できる場”を求めて活動して

きました。開催に至るまで、有志で集まり、どのように運営するか、運営資金

はどうするのか、来場者は集まるのかなど、議論を繰り返してきました。 
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そして、平成 27 年 10 月 18 日（日）、弘法公民館を借りて第 1 回「まちの

オアシス・・・みんなの居場所」を開催しました。お菓子を準備し、お茶等の

ために湯を沸かしたり、コーヒーを淹れたりし、来客を待ちました。 

午前中には、弘法区の方々、林市長、市議員などの参加があり、少し安堵し

ました。実行委員のお子さんをはじめ、参加してくれた元気の良いお子さんと

高齢者との交流を見て、目的としている多世代間交流が少しは実現できたと感

じました。高齢者の方々は、近くに喫茶店もなくなり、自由に集まる場がなく

なりました。かといって、遠くに行くには不安もあり、まちのオアシスのよう

な場があると有難い、楽しめる場ができ嬉しいと語ってくださいました。他に

は、ゴム鉄砲やプラレールでお子さんたちと遊ぶ方もいらっしゃり、微笑まし

いと感じました。また、展示していた手作り釣具をみて感心してくださった方、

コーヒーが美味しいと言ってくださる方もいっらしゃり、開催してよかったと

思いました。 

午後は、比較的来場者が減りました。これは福祉まつりと重なったこともあ

りやむを得ないといえます。 

第一回目として、まずまずの出来栄えであったと評価したい。これで、以後

どのようにしていくのか、次回も開催するのか、運営はどうするのかなどの課

題を今後話し合っていきたいです。 

居場所づくり実行委員 

清水 道生 

 

  小さなお子さんから高齢者が集う場となりました 
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時間別にみた参加者数

16

0

3

6

2
1

0

4

8

12

16

20

10時台 11時台 12時台 13時台 14時台 15時台

（
人

）

★イベント参加者数 

全体のイベント参加者数 28 人（再来場者・子ども含む） 

★アンケート集計 

参 加 者 数 ：28 名 

アンケート回答数：22 名 

 

属性          (人) 

性別 
男性  8 

女性 14 

年齢 

30 代  2 

40 代  3 

50 代  3 

60 代  4 

70 代  9 

80 代  1 

住所 

弘法町 15 

その他  5 

無記入  2 

 

（１） この催しをどのようにして知ったか（複数回答あり） 

                 （人） 

回覧板 10 

クチコミ 10 

通りすがりに 1 

広報 2 

 

（２）今後の開催頻度の希望    （人） 

年に数回  6 

月に１回 14 

週に 1 回  0 

毎日  1 

なくてよい  0 

未記入  1 

2
3 3

4

9

1

0

2

4

6

8

10

30代 40代 50代 60代 70代 80代

（
人
）

参加者の年代別人数
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（３）催しの内容について（複数回答あり）                           （人） 

何かプログラムがあったほうがよい 6 

食事があるほうがよい 2 

クラブ活動のようにみんなでやれることを考えたほうがよい 6 

参加者がその都度話し合って決めるほうがよい 1 

何もしなくてもよい 3 

その他 0 

無記入 5 

 

（４）開催場所について（複数回答あり）                （人） 

弘法公民館（この会場） 18 

弘法公民館以外の公民館  1 

空き家を活用  4 

その他  0 

  

（５）費用について                            （人） 

会員制にして飲食代、会場費を参加者で負担する  8 

その都度かかった費用をみんなで負担する 10 

無料  2 

その他（内容による。費用がいるときは会員制もあり）  1 

無記入  1 

 

（６）もし費用がかかるならどれくらいまで費用負担できるか。       （人） 

200 円 5 

200～300 円 3 

300 円 2 

500 円 6 

1000 円 3 

月に 1000 円 1 

無記入 2 

                                                           （平均 452.5 円） 
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（７）運営などの協力はできるか                      （人） 

運営から協力したい  2 

毎回は協力できないが、できるときに協力したい 11 

会場を提供できる  1（神谷議員） 

このような催しに活かせる技術・特技がある 

 

 2 

（内訳） 

・編み物・まちづくり 

無記入  8 

    ◎協力してくれると回答し、名前を記入してくれた方：9 名 

（８）次回も参加したい                           （人） 

参加したい 19 

参加したくない  0 

無記入  3 

 

（９）感想（自由記載） 

 ・楽しかったです。居心地のいい空間だと感じました。（40 代女性） 

 ・今日はありがとうございました。楽しいひと時を過ごさせてもらいました。（70 代女

性） 

 ・仲間やご近所のふれあいの場になればいいと思います。（70 代女性） 

 ・楽しい時間を過ごさせていただいてありがとうございました。（70 代女性） 

 ・とても楽しかったです。（70 代女性） 

 ・とてもいい催しだと思います。（40 代男性） 

 ・時間を朝 9 時～午前中で（70 代女性） 

 ・温かい雰囲気でとても居心地がよかったです。（30 代男性） 

 ・良いことだし、ありがたい場だと思います。内容はまだこれから・・・の様子ですが、   

  続きことを願います。（50 代女性） 

 ・運営ご苦労様でした。（60 代男性） 

 ・これからも続いていただけますよう期待しています。（50 代男性） 

 ・気軽に来れる感じにするといいと思います。（60 代女性） 

 ・気軽に来れるところが良い。（60 代男性） 

 ・思いやりのある方々がお集まりですね。（40 代男性） 

 ・私は何か売っているところかと思っておりました!勘違いをしていました。（80 代女性） 

 ・すごく温かい気持ちになりました。細かいことを聞かれたりせず、来た人を受け入れ   

  てくれる環境があれば悩んでいる人や心が弱っている人の救いの場になるのではない  

    かと思います。（40 代女性） 
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★会計報告 

支出の部 収入の部 

ダイソー 
テープ・輪ゴム・名札・箸・紙皿・紙コッ

プ 2 種類・マドラー（合計 8点） 
1080 

寸志 20000 ミマツ 

ペットボトル（お茶）1本 

835 ペットボトル（オレンジ）2 本 

ペットボトル（カルピス）2本 

ピアゴ 

Key コーヒー3個 1839 

お茶 580 

スティックシュガー80 本 192 当日寄付 5930 

紅茶トワイライト 429       

コーヒーフレッシュ 181      

お菓子カンパニー 

ぽたぽた焼き・アンパンマングミ・マリ

オチョコ・柿の種・フルーツソフト帽子

等 

4130 

     

     

     

コンビニ 印刷代 315      

公民館 クーラー代 200       

小計 9781 小計 25930 

      

収支合計 16149    

 

お菓子、ペットボトルジュースが半分ほど余りました。 
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★広報 

広報ちりゅう 10 月 16 日号 

 

 

左図は、弘法区回覧板に挟み込んだ。 

まちづくり委員会にも参加協力を募った。 

他、当日近くでゲートボールをしている御婦人

たちに直接声をかけたり、メンバーの友人を勧

誘。 
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9 【結びの言葉】 

 


